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第１節  基本計画の目的と位置付け 

（１）計画の目的 

本市の人口は緩やかな減少傾向にあり、このままでは今後の地域経済に少

なからず影響を与えるであろうことが予想されています。しかし、本市は自

然環境や交通の便に恵まれ、道都札幌市に隣接しているなど、立地条件は最

適であり、かつ自然や歴史を含め様々な地域資源を擁しています。 

観光を通じた交流人口の拡大は、将来的には定住人口の増にもつながる可

能性を秘めており、これらの地域資源を活用した新たな観光振興施策を確立

すること、さらに本市の魅力を内外に効果的にアピールすることが極めて重

要と考えます。 

本計画は「にぎわい・魅力あるまちづくり」を目指し、観光人口の現状や

特徴の把握、観光資源の掘り起こしをするとともに、観光が有する多面的機

能を活用した新たな観光施策を展開することで、さまざまな効果を生みだし、

地域の活性化に結びつけることを目的に「新しい観光」の基本計画として策

定するものです。 

 

（２）観光振興の果たす役割 

多くの観光客が北広島市に訪れることにより、市内においては様々な効果

をもたらしますが、観光振興はこうした効果を本市の経済の活性化や地域振

興に有機的に結びつけていくという重要な役割を担っています。 

市内において観光客の行動によってもたらされる効果は、「社会的効果」

と「経済的効果」に大きく分けられます。 

「社会的効果」とは、観光客と市民との交流の活発化や北広島に魅力を感

じる観光客の定住促進などにより、生活文化の向上が図られることであり、

ひいては観光を通じて全国的に知名度が高まり、都市イメージの向上につな

がることにもなります。 

「経済的効果」とは、観光客の消費支出の増大により既存産業の活力が拡

充し、産業の活性化が進み、これに伴い市内における雇用の拡大が図られ、

市民所得が増加することが想定されます。観光振興の取組により、このよう

な経済面での波及効果が全市に浸透し、より幅広い産業分野にわたって拡大

することが期待されています。 

第１章 計画策定の趣旨 
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さらにこれらが相乗的な効果を生みだし、社会基盤の整備をはじめとした

活力ある地域社会の実現に結びつくことが観光振興の果たす役割として期待

されています。 

また、本市の経済の活性化や地域振興を推進する切り口としては、北広島

市とその周辺地域における「資源の活用」「環境の保全」「新たな企業の立

地」「文化と歴史の伝承と保存」「人材の育成」などが挙げられます。 

これらの達成に当たっては、市だけでなく「まちづくり」を担う市民の活

動も重要になってきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）計画の位置付け 

本計画は、上位計画である「北広島市総合計画」の重点プロジェクトであ

る「にぎわい・魅力づくりプロジェクト」に基づき実施する施策の一つとし

て、また、分野別計画における「観光の振興」を推進するための基本計画と

して位置づけ、計画を実践することにより行政だけでなく観光関連事業者や

市民と目標を共有し、力を合わせることで観光のまちづくりを推進していく

ことをめざします。 

観光振興の取組 

観光・交流人口の増加 

社会的効果 経済的効果 

インフラ整備進展 税収拡大 新たな産業の創出 市民の意識変化 

地域社会・経済活動の活性化 

地 域 資 源 の 

活 用 
環 境 の 保 全 

新たな企業の 

立 地 

文化と歴史の 

伝 承 と 保 存 
人 材 の 育 成 

新たな人と 

の 交 流 

定住人口の 

増 加 

地域イメー 

ジ の 向 上 

産 業 の 

活 性 化 

雇用機会の 

拡 大 

住民所得の 

向 上 
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（４）計画の期間 

本計画は、北広島市総合計画と期間を同じくし、平成32 年（2020 年）

までの計画期間とします。但し、社会情勢の変化や動向により、必要に応じ

て見直しを行うこととします。 

北海道 

北海道観光の 

くにづくり 

条例 

北海道観光の 

くにづくり 

行動計画 

さっぽろ 

広域観光圏 

整備計画 

圏域振興 

推進事業 

札幌広域圏組合 

（石狩振興局管内 

８市町村） 

 

さっぽろ広域観

光圏推進協議会 

（石狩振興局管内８ 

市町村・商工会・定 

山渓温泉旅館組合・ 

支笏湖温泉旅館組合・ 

札幌市内ホテル協会・

JR 北海道・航空会社・

札幌レンタカー協会

等） 

北広島市 

きたひろしまシティセールス事業 

 

【基本計画】重点プロジェクト２ 

にぎわい・魅力づくりプロジェクト 

～身近な観光資源などまちの魅力を発掘し市内外にＰ

Ｒして、交流人口や定住人口の増加を図り、活気ある

まちづくりを展開します。～ 

 

～自然と創造の調和した豊かな都市～ 
北広島市総合計画 

分野別計画 第４章 活気ある産業のまち 
第５節 観光の振興 

北 

広 

島 

市 

観 

光 

基 

本 

計 

画 

【施策】 

○観光の振興 

・観光資源の発掘や整備、活用を図る。 

・ＰＲ活動の推進を図る。 

・パンフレット作成や効果的プロモー 

ションを展開する。 

・滞在型観光への移行と宿泊客の増加 

を目指す。 

・広域圏協議会や近隣自治体、民間事 

業者との連携による事業推進を図る。 

・シティセールスの展開による交流・ 

定住人口、企業の増加を促進し、活 

力向上を図る。 

・新たに策定する観光基本計画に基づ 

き、観光の振興を図る。 
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第２節  観光の現状と動向 

（１）全国の観光の状況 

全国では、国民の観光旅行の推移をみると、一人当たりの旅行回数、宿

泊数はともに減少傾向にあり、国民一人当たりの国内宿泊観光旅行回数は

1.37 回、宿泊数は 2.17 泊となっています。 

これは平成 28 年までの「新たな観光立国推進基本計画」に定められた

国民の「国内観光旅行による一人当たりの宿泊数」目標の約 86％になり

ます。 

また、余暇活動の潜在需要(参加希望率から実際の参加率を引いた数値)

は、第 1 位が「海外旅行」、第 2 位が「国内観光旅行」となっており、観

光旅行に対する潜在需要は多様な余暇活動の中で依然として高いことが

うかがえます。 

《国内宿泊観光旅行の概況》 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「観光白書」観光庁 

 

《余暇活動の潜在需要（上位 10 種目）》 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「レジャー白書 2011」㈶社会経済生産性本部 
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リーマンショックによる国内経済の大きな変動に加え、自然災害の経験

など国民一人ひとりのライフスタイルも個性が強く表れており、豊かさに

たいする考え方も、物質的な満足よりもこころの豊かさになど精神的な満

足を求める方が多くなってきています。 

内閣府が調査している「国民生活に関する世論調査」の結果があらわす

ように、今後の生活の力点としてレジャー・余暇生活が依然として他の項

目より比重が高く、人や自然との出会い・感動など非日常を求める結果と

なっています。 

これからも、人々の生活における観光の役割が非常に重要なものになっ

てきます。 

 

《今後の生活の力点（複数回答）》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(%) 

出典：「国民生活に関する世論調査」（内閣府） 

  

 
33.3  

32.5  

30.2  

25.4  

24.5  

20.7  

8.0  

5.3  

2.0  

9.9  

1.5  

35.8  

33.1  

30.7  

26.5  

27.9  

25.1  

8.3  

6.2  

1.5  

9.0  

1.5  

37.7  

33.3  

32.2  

28.3  

27.7  

26.3  

8.7  

5.9  

1.7  

7.4  

1.4  

レジャー・余暇生活 

所得・収入 

資産・貯蓄 

食生活 

自己啓発・能力向上 

住生活 

自動車、電気製品、家具

などの耐久消費財 

衣生活 

その他 

ない 

わからない 

平成24年6月調査 

平成23年10月調査 

平成22年6月調査 
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平成 21 年はリーマンショックの影響による景気の低迷に併せ、鳥イン

フルエンザの流行、平成 23 年の東日本大震災と福島第１原子力発電所の

事故等による海外旅行の自粛等による旅行客の減少を除くと、訪日外国人

旅行者の人数は毎年増加を続けています。 

 

《訪日外客数の推移》 

 

 

 

 

 

 

 

 

(人) 

出典：日本政府観光局(JNTO) 

《国籍別訪日外客数の推移》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：日本政府観光局(JNTO) 

  

 

 

 

 

 (%) 

 

7,334,077 

8,346,969 

8,350,835 

6,789,658 

8,611,175 

6,218,752 

0 3,000,000 6,000,000 9,000,000 

平成18年 

平成19年 

平成20年 

平成21年 

平成22年 

平成23年 

70.90  

11.78  

0.30  

12.88  

0.49  

3.63  

0.01  

75.81  

9.91  

0.26  

10.52  

0.46  

3.03  

0.01  

75.96  

9.15  

0.31  

11.02  

0.51  

3.04  

0.01  

0  20  40  60  80  

アジア 

ヨーロッパ 

アフリカ 

北アメリカ 

南アメリカ 

オセアニア 

無国籍・その他 

平成23年 

平成22年 

平成21年 
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併せて、携帯電話の普及や ICT の高度化は、情報伝達速度・容量を上げ

るとともに低コスト、広範囲への周知が可能になりました。 

ロングライフバッテリーや高精細液晶等の開発により端末の小型化・軽

量化、通信料金の引き下げにより広く世界規模で普及が進み音声通信以外

の通信機能も拡充されてきました。 

総務省が発表した「平成 23 年通信利用動向調査」においても、固定電

話やＦＡＸ、パソコン等の固定情報ツールが減少する中、携帯電話やスマ

ートフォンなどに代表される小型モバイル端末の保有率が増加していま

す。 

 

 

《情報通信端末の世帯保有率の推移》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：総務省「平成 23 年通信利用動向調査」 
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通信方法においても固定回線から Wi-Fi 回線に代表されるように無線で

の使用が可能となり、観光地等を移動しながらの情報収集など最新の情報

を取得できるようになりました。 

また、通信速度・容量の高度化は写真など、容量の大きな情報を伝達す

ることが可能となり、観光に付随する食事や宿泊、交通などにも大きく影

響していると考えます。 

《インターネットの利用者数及び人口普及率の推移》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：総務省「平成 23 年通信利用動向調査」 

《インターネット利用端末の種類》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：総務省「平成 23 年通信利用動向調査」 

 

 



 

- 11 - 

 

（２）北海道の観光の状況 

北海道民の観光旅行の推移をみると、東日本大震災の影響があったもの

の年間を通した旅行者数に大幅な落ち込みはなかったものと思われます。 

これは、道路網の発達に加え、試験的に導入された高速道路の無料化や

旅行雑誌による日帰り観光、温泉を特集したものによると考えられます。 

また、ＬＣＣ（ローコストキャリア）の参入などにより、旅行者も安価

な旅行を求めていることが分かります。 

 

 

《北海道観光入込客数の推移》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「北海道観光入込客数調査報告書」北海道経済部観光局 

 

《北海道観光消費額単価》 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：日本政府観光局(JNTO) 
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(円) 
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道内旅行の形態では、宿泊を伴う旅行は 1 泊 2 日では 1～4 回程度で全

体の約 65%となっていますが、2 泊 3 日になると 1～2 回が約 40%、0

回も約 47%と数値が高くなっています。 

一方、日帰りについては回数が多く「11 回以上」が約 21%と最も多い

答えとなっています。 

また、旅行の同伴者は夫婦での旅行が全体の 31%を占めており、家族

単位以下の人数で行動することが分かります。 

 

《形態別旅行回数》 

 

 

 

 

 

 

出典：「観光会議ほっかいどう」北海道じゃらん～平成 23 年度リクルート～ 

《旅行同伴者》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「観光会議ほっかいどう」北海道じゃらん～平成 23 年度リクルート～ 
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北海道を訪れた外国人旅行者はアジア圏で８割を超え、その内訳は台湾

(33.6%)、中国(17.8%)、韓国(15.7%)、香港、シンガポール等となって

います。 

特に台湾からの旅行者が多く、平成 21 年度の約 66 万人から平成 23

年度には約 75 万人と増加しており、アジア圏からの観光客の流入は今後、

しばらくは続くと予想されていることから、外国人観光客、特にアジアに

関したアプローチを道内の各観光地で展開しているようです。 

《来道外国人客の推移》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：北海道観光入込客数調査 
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（３）北広島市の観光の状況 

北広島市を訪れる観光客は、約 9 割が日帰り客であり宿泊を伴う入込客数

は約 1 割程度となっています。 

市内には国内有数のゴルフ場があり、年間 35 万人を超える利用者の多く

は道外からの宿泊を伴う観光客が来訪していると思われますが、そのほとん

どの宿泊が市外、主に札幌へと流出していると考えられます。 

また、下記グラフの北海道観光入込調査の調査地点になっていないものの、

市内各所のいちご園には年間 26 千人、大曲地区の商業施設には年間 1000

万人を超えるお客様が訪れています。 

外国人の宿泊は近年急増しており、特に台湾をはじめとするアジア圏から

の観光客が多くなっています。 

この推移は、北海道の推移と酷似しています。 

《北広島市内の観光施設利用者の推移》 

 

 

 

 

 

 

 

出典：観光客入込調査（北海道観光入込客数調査） 

調査地点：「北海道観光地点等名簿」による 18 カ所 

８ゴルフ場（９コース）、３パークゴルフ（山根園、ローンスケープ、サン

パーク）、１スキー場、２宿泊施設、レクの森、空手大会、ふるさと祭り 

 

《北広島市内の観光施設宿泊者の推移》 

 

 

 

 

 

 

出典：観光客入込調査（北海道観光入込客数調査） 
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第３節  北広島市の観光の課題 

 

北広島市は、道央の主力観光地である札幌市、定山渓温泉、支笏洞爺国立

公園、小樽市に隣接や近いことなどから、平成 22 年度には JR 千歳線の利

用客数が年間約 2,100 万人を超えるとともに、JR 北広島駅の一日の乗降客

数は小樽に次いで道内では８番目の駅となっています。 

また、道央自動車道や国道 36 号、国道 274 号等、道央圏の主要幹線道

路が通っており、多くの観光客が市内を通過しています。 

平成 22 年度に実施した「北広島市の魅力と都市イメージ調査」では、北

広島市の資産として「アクセスの良さ」「自然体験資産」「生活の利便性」「子

育て環境の良さ」「クラーク博士」が挙げられている一方、課題として「知

名度の低さ」「シンボルがないこと」「選択肢に上がらないこと」「食資産の

弱さ」「市街地の分散」「日常生活における魅力が低いこと」が挙げられまし

た。これらの資産や課題は市民も同じイメージを持っており、多数の地域資

産を有するものの、どれも情報発信が弱く、地域資産の認知度は全体的に低

い状態となっています。しかし、第 2節の本市における観光の状況を見ても、

年間 1,000 万人を超える大型商業施設の利用者が観光客といえるかどうか

は疑問としても、本市を訪れる人が増える要素は十分あると思います。 

これらのことから、旅行者や買物客のみならず、いま居住している市民を

含めた方々への情報発信が不可欠です。 

そして、「住みたいまち」になることが最終目標ではありますが、近隣や

道内の旅行者に対して「行きたいまち」となることを目標とすることが大切

です。 

 

 

① 知名度の低さ 

本市は、道都である札幌市と北海道の空の玄関の新千歳空港との中間に

あり、ＪＲと主要な国道は通っており、ＪＲの快速を使うと 20 分圏内と

いうアクセスを誇ってます。 

反面、国内有数のゴルフ場を抱えながら

もアクセスの良さにより市内で滞留する観

光客が少ないことから、認知度が低いと考

えます。 

まずは知名度を上げる対策が必要です。 
 

きたひろ魅力ベスト３０ 
～アクセスの良さ～ 
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《北広島市の認知度》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：きたひろしまシティセールス事業アンケート調査（平成 22 年度、北広島市） 

 

 

② シンボルがないこと 

“時計台＝札幌市”など、多くのまちにはそのまちを代表するものがあ

り、それは農作物であったり、建物、人、地区、食べ物であったり、トレ

ードマーク的なものがあることが多く見られます。 

しかし北広島市の場合、アンケート結果でもシンボリックな連想をする

ものはなく、市民においても口をそろえて同じものがあがってくることは

ありません。 

イメージキャラクターやトレード

マークなどを使用することで“北広島

市”をアピールすることも重要です。 

 

 

③ 選択肢に上らないこと 

近隣の自治体と比べて観光地が少ないことから、旅行先の選択肢となる

ことが少ない状況にあるといえます。 

それは、ショッピングやゴルフなど往復で終わってしまう単一の目的と

しての場所が多く、終日を“北広島市内で滞留”する目的地情報が少ない

からと思われます。情報の発信と観光資源の効果的な連携が必要です。 
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④ 食資産の弱さ 

国内に限らず、観光客が求めるリピート率が高いものに“温泉”と“食

事”があります。 

市内の温泉は折からの日帰り温泉ブームもあり、市内外からも多くの入

浴客が来ていますが、食事においては“名物”と呼ばれるものが少なく、

リピーターを逃しているものと思われます。 

“まるひろ大根”としてブランド化されている大根も、そのほとんどが

本州向けとして扱われるほか、他のオリジナル商品も市内での流通は稀に

しか見られません。 

食資産の開発と生産・流通の仕組みづくりが望ま

れます。 

 

 

⑤ 市街地の分散と観光資源の再発掘 

北広島市は大きくＪＲ北広島駅を中心とした“東部地区”と“北広島団

地地区”、札幌市厚別区と接する“西の里地区”、札幌市清田区と接する“大

曲地区”、恵庭市島松と接する“西部地区”の５つの地区に分けられます。 

車社会の到来は、１世帯当たりの自家用車の保有率のアップとともに公

共交通機関の利用客減少をもたらしました。 

公共交通機関は営業本数の削減や廃止を行った結果、自家用車を使用し

ない世代へアクセスの不便を招き、交通機関の確保も課題として挙げられ

ます。 

また、市内の各地域に存在する観光資源を把握し、活用が可能な資源の

発掘を進めるとともに、それぞれを体系的に

整理し、効果的に連携を図ることが必要です。 

 

 

⑥ 魅力に欠けるまちというイメージ 

観光情報をはじめとする北広島市の情報が

まとまって掲載されているものが少なく、旅行者は北広島市のイメージと

して“魅力に欠けているまち”と感じているようです。 

趣味は旅行者さまざまであり、自然を目当てにしている方やコーヒーシ

ョップを目当てにしている方など多種多様な要求があります。 

その多様化したニーズに的確に対応するための、地域密着型の観光メニ

ューづくりや体制づくりが必要です。 

 

 
きたひろ魅力ベスト３０ 

～自然の森キャンプ場～ 
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本市は、1970年（昭和45年）に「広島町総合開発計画」を策定して以来、

「自然と創造の調和した豊かな都市」を基本テーマに掲げまちづくりを進め

てきました。 

また、本計画の上位計画である「北広島市総合計画」においては、2011

年から2020年の10年間の計画期間においてめざす都市像を、「希望都市」、

「交流都市」、「成長都市」の３つを設定しております。 

観光王国である北海道において、北広島市は決して観光都市とは言えない

位置にいます。しかし、歴史の浅い北海道において、本市には貴重な歴史的

財産が数多く存在するというのも事実です。本市としての観光のイメージづ

くりにはこのような歴史的財産をフル活用することも必要です。 

特に、中山久蔵翁による寒地稲作発祥の地である史跡「旧島松駅逓所」を

中心に展開された歴史は本市にとって貴重な財産であります。 

さらに、この地では全国的にも有名なクラーク博士が札幌農学校の学生達

と別れる際に“Boys, be ambitious”という名言を残しています。 

本計画の基本理念の設定にあたっては、総合計画の各テーマを念頭に置き

つつ、分野別計画である第4章「活気ある産業のまち」、第5節「観光の振興」

に掲げる施策であり本計画と一体化して推進すべき「きたひろしまシティセ

ールス事業」の理念である“The Ambitious City 大志をいだくまち北広島

市”を共通のスローガンとして掲げます。 

 

北広島市観光基本計画がめざすまちの姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第 2 章 基本理念 

 

 

The Ambitious City 

大志をいだくまち 北広島市 
 

～ ハロー・アンビシャス きたひろしまで会いましょう ～ 
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第１節  基本方針 

基本理念に掲げた“The Ambitious City 大志をいだくまち北広島市”を

実現するため、以下の基本方針を設定しました。 

① 魅力ある観光基盤の構築 

訪れる人たちに魅力ある北広島市を提供するためには、その基礎となる基

盤が必要です。 

案内板の整備やまち並みを整備するハードも大切ですが、それらと地域住

民や関係団体、事業所などを有機的に連携し

た組織や事業等、ソフトに関することまでを

観光基盤として考え、北広島市全体がそれぞ

れの立場で観光振興を行うことができる仕組

みを作り上げることで魅力ある北広島市を目

指します。 

 

② 観光資源の保全と有効活用 

近隣の観光地と比べ際立った観光地が少ない本市において、観光資源の定

義を考え直し地域の文化や引き継がれるものなど、開拓されていない観光資

源や十分に活用されていないものが数多くあると考えます。 

本市の歴史の中で息づいてきた観光資源の再発掘を行い「地域資源」とし

てブラッシュアップを図ることで新たな観光資源として市民や近隣の人たち

にも広く知らせるとともに、観光資源同

士による有機的な連携とネットワークを

図り魅力のある観光地へと変化させてい

いきます。 

 

  

第 3 章 基本方針と基本施策 

 

 

 
きたひろ魅力ベスト３０ 

きたひろ魅力ベスト３０ 

～国指定史跡 旧島松駅逓所～ 

～街並み～ 
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③人づくりはまちづくり 

本市の観光振興を進める上で、最も重要な要素は「人」であると考えます。 

大勢の観光客を招くためには、魅力あるまちづくりとともに魅力ある人づ

くりを進め、訪れる観光客の多様化、高度化するニーズに対応していかなけ

ればなりません。 

そのため、行政はもとより関係団体や事業

者、市民がそれぞれの得意分野を生かしなが

ら協力し、郷土愛を持って観光振興を支える

ことができる人材の育成を図ります。 

 

④ 効果的な情報発信 

魅力あるメニューや観光地などが存在しても、その情報が行きとどかなけ

れば訪れる観光客を増やすことはできません。 

また、旅行の少人数化や日帰り観光客の増加など旅行形態の変化に伴い、

道都札幌に隣接していることに加え、アクセスが良い立地条件を生かし日帰

り客をターゲットに、より多くの旅行者に本市を認知してもらえるよう効果

的なＰＲを行うことが大切です。 

そのため、情報誌やインターネット、モバイル端末等を有効活用し、観光

資源のＰＲを積極的に行うため各種情報誌を

はじめとする紙面での告知やタイムリーに情

報の伝達ができるメディアやインターネット

の活用を推進します。 

 

 

  

 

 
きたひろ魅力ベスト３０ 

きたひろ魅力ベスト３０ 

～安田侃 新生～ 

～寒地稲作発祥の地～ 

 
きたひろ魅力ベスト３０ ～ 温 泉 ～ 
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第３節  基本施策 

「魅力ある観光基盤の構築」「観光資源の保全と有効活用」「人づくりは

まちづくり」「効果的な情報発信」の4つの基本方針実現のため、基本方針

に基づいた基本施策を設定し、その実効性・実現性を図ります。 

 

※ 以下の表における主体区分、記号内容は次のとおりです。 

【主 体】 市 民：市民の皆さん 

民 間：観光関連団体、民間事業者、北広島商工会 

行 政：北広島市 

【記 号】  ● ：主体となるもの 

▲ ：連携するもの 

 

１．魅力ある観光基盤の構築 

１－１ 観光施設及び周辺の環境整備 

事業名 概 要 
主体 

市民 民間 行政 

案内表示板等の 

整備 

史跡や観光地等への案内看板

等の計画的な整備や、まち歩き

を楽しむことができるような環

境整備を図り観光客の利便性の

向上を図ります。 

 ● ● 

観光案内所や 

アンテナショップ 

の開拓 

物産販売、情報発信の拠点施

設の開拓を進め、観光客の利便

性を確保するとともに、効果的、

効率的な情報発信を図ります。 

 ● ● 

  

 
きたひろ魅力ベスト３０ ～いちご狩り～ 
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１－２ 交通体系の整備 

事業名 概 要 
主体 

市民 民間 行政 

交通体系の充実 観光客や市民が、交通結節点

から各方面へ移動できる市内ア

クセスの利便性を高めます。 

 ● ● 

サイクリング 

ネットの充実 

観光客や市民が自然を体感し

ながら市内アクセスの利便性を

高めるため、エルフィンロード

の延伸を促進します。 

  ● 

市道の整備 輪厚中央通や輪厚中の沢線歩

道等の道路築造のほか、農場橋

や南 9号橋の橋梁架替えなどイ

ンフラ整備を推進します。 

  ● 

 

１－３ 近隣自治体等との協力・連携 

事業名 概 要 
主体 

市民 民間 行政 

近隣自治体等との 

協力・連携 

隣接する自治体には魅力ある

観光地を有するところも多いこ

とから、自治体や関係機関、団

体との連携による相乗効果で幅

広い観光客の誘客を図ります。 

 ● ● 

産学官の協同した 

事業展開 

市内事業所と学校、行政の有

機的な連携や協力から、まちぐ

るみで魅力アップに努めます。 

● ● ● 

 

  

  
きたひろ農学校シリーズ ～きたひろコロッケ～  きたひろ農学校シリーズ ～きたひろ春巻～ 
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１－４ 推進体制の確立と支援 

事業名 概 要 
主体 

市民 民間 行政 

観光協会の強化 北広島市の観光振興の柱とな

る観光協会組織の強化と活性化

を図る。 

 ● ● 

推進体制の強化 観光推進の基盤となる関係機

関や団体等による有機的な連携

とネットワークを構築し、行政

支援も含め体制の強化に取り組

みます。 

▲ ● ● 

 

 

  

きたひろ魅力ベスト３０ ～輪 厚 川～ 

 

 
きたひろ魅力ベスト３０ 

～エルフィンロード～ 
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２．観光資源の保全と有効活用 

２－１ 観光資源の発掘とブラッシュアップ 

事業名 概 要 
主体 

市民 民間 行政 

観光資源の 

掘り起こし 

市内には、観光客から見ると

特徴ある魅力的な観光資源があ

るかもしれません。 

それらを掘り起こし新たな観

光資源として活用を進めます。 

● ● ● 

観光資源の 

ブラッシュアップ 

既に観光資源として活用され

ているものや新たに開拓された

資源をブラッシュアップし、更

に魅力ある観光資源として活用

を図ります。 

 ● ● 

 

２－２ 観光資源のデータベース化 

事業名 概 要 
主体 

市民 民間 行政 

観光資源の 

データベース化 

既存の観光地等の観光資源を

分類・整理しデータベース化す

ることにより、観光資源同士を

有機的に結び付け活用を図りま

す。 

▲ ● ● 

 

２－３ 観光メニュー・ルートの創出 

事業名 概 要 
主体 

市民 民間 行政 

観光メニュー・ 

ルートの創出 

多様化・高度化する観光客の

ニーズに対応するため、既存の

メニューの連携や協同により新

たなメニューを提供する。 

併せて、テーマやストーリー

性を持ったモデルルート等の提

供を図る。 

 ● ● 
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２－４ 新たな観光資源の開発と活用 

事業名 概 要 
主体 

市民 民間 行政 

食資産の開発・販売 本市の農作物等を使った商品

を開発し、類似商品との差別化

を明確にして地元に根付いた商

品戦略を図りリピーターの確保

を図ります。 

▲ ● ● 

土産品や 

オリジナルグッズ 

等の開発 

本市を訪れた際のお土産とし

て購入できる商品や、ゆるキャ

ラなどのオリジナルグッズの開

発と販売による知名度アップを

図ります。 

▲ ● ● 

 

２－５ 観光資源となりうる各種取組みとの連携 

事業名 概 要 
主体 

市民 民間 行政 

エコミュージアム 

構想との連携 

まちを好きになる市民大学と

の連携により、観光資源の一つ

である歴史や文化、地域資産の

魅力を伝えることに努めます。 

▲ ▲ ● 

グリーン 

ツーリズムとの 

連携 

農業への理解促進や地域活性

化、地域産業の振興、食育など

を通し地域の資産や魅力に触れ

ることができるよう努めます。 

▲ ● ● 

スポーツ交流や 

イベントの誘致 

本市を会場としたコンベンシ

ョンを誘致することにより、参

加者を通した認知度アップと魅

力の発信に努めます。 

▲ ● ● 

 

 

 

  

  
きたひろ魅力ベスト３０ 

～ホクレン くるるの杜～ 

～エルフィンロード・ハーフマラソン～ 
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３．人づくりはまちづくり 

３－１ 市民による観光の推進 

事業名 概 要 
主体 

市民 民間 行政 

ガイド及び 

インストラクター 

の育成 

本市を案内するガイドやイン

ストラクター等の育成を図り、

観光客はもとより市民へのサー

ビス向上に努めます。 

● ● ● 

人を迎える 

意識の醸成 

観光振興を進めるため、おも

てなしの心を醸成する学習会等

の開催を図ります。 

● ● ● 

 

３－２ 事業者と連携した観光の推進 

事業名 概 要 
主体 

市民 民間 行政 

体験型観光の展開 近年、参加者体験型メニュー

のニーズが多くなっており様々

な分野で新たなメニューの企画

を図ります。 

● ● ● 

市内の事業者等と

の連携による観光

事業の企画と展開 

市内の商業施設等が参画・協

同した観光事業等の実施により

市内で滞留できるメニューづく

りに努めます。 

 ● ▲ 

滞在型の観光事業 

の企画と展開 

当市の目玉であるゴルフ客と

その家族を対象とした滞在型事

業の企画と実施について検討を

行います。 

 ● ▲ 

 

 

  

きたひろ魅力ベスト３０ ～ゴルフ場～ 
  

きたひろ魅力ベスト３０ 
～札幌北広島クラッセホテル～ 
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４．効果的な情報発信 

４－１ より効果的なＰＲ 

事業名 概 要 
主体 

市民 民間 行政 

マスコミや 

情報誌の活用 

広告的な発信ではなく、特集

としての掲載など掲載方法を絞

り込み、効果的な情報発信を図

ります。 

▲ ● ● 

観光ホームページ 

の充実 

既存の観光ホームページを有

効に活用するため、観光協会と

市、市民等が連携し、自然体験

やイベント、歴史探求、グルメ

など、見る人の好奇心をそそる

新鮮な情報を発信するなどサイ

トの充実を図ります。 

▲ ● ● 

「きたひろ農学校」 

による情報発信の 

強化 

情報発信手法や内容の再検証

を行うとともに、キャラクター

等の活用などによる魅力あるサ

イト運営を目指します。 

▲ ▲ ● 

新たな媒体を 

活用した情報発信 

新たな情報収集機器に対応し

た情報発信に努めます。 
▲ ● ● 

 

４－２ 観光パンフレット等の作成 

事業名 概 要 
主体 

市民 民間 行政 

観光パンフレット 

の充実 

観光客のニーズを的確に把握

し興味を引くようなパンフレッ

トの作成に努め、本市のイメー

ジアップにつながる情報提供を

図ります。 

▲ ● ● 

観光ガイドマップ 

の充実 

 パンフレットと併せ、観光客

や市民が使えるようなガイドマ

ップの作成と配布に努めます。 

▲ ● ● 
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観光振興を推進するにあたり、重点的に取り組むべき施策を「重点プロジ

ェクト」として位置づけ、今後の観光振興を効率的に進める基礎とします。 

① 知名度アッププロジェクト 

インターネットの普及は、不特定多数の方々に情報を瞬時に発信できるよ

うになりました。これらは、旅行会社に行かなくても各地の情報を旅行者が

収集できるようになったことから普遍的な情報に併せ、旬の情報や手作りの

店や週末のみ開店する店、こだわりの店など市内のあらゆる情報を発信する

ことにより、観光客の誘客を図ります。 

あわせて、各種旅行雑誌への情報掲載やイベントでの出展など、旅行者が

多く集まるところや“まち歩き”や自転車を使った“ポタリング”（自転車

散歩）などで立ち寄れるような情報提供の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第４章 重点プロジェクト 

 

知名度アッププロジェクト 

特産品や名物商品の展示販売等 

～北広島市ブランドの差別化～ 

～地理的な場所の理解～ 

北広島市の知名度アップ 

情 報 発 信 

【主な取り組み内容】 

●観光パンフレットの配布 

●旅行情報誌への掲載 

●インターネットでのＰＲ 

効果的なＰＲと販売 

【主な取り組み内容】 

●道内イベントへの参加 

●道外イベントへの参加 

・観光施設及び周辺の環境整備     ・観光資源の発掘とブラッシュアップ 

・観光メニュー・ルートの創出     ・より効果的なＰＲ 
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② オリジナルブランドの開発プロジェクト 

観光客のリピート率が高く、旅行の楽しみでもある“食事”や“お土産”

を地元の材料から作ることにより、商品の差別化と食の安心安全や地産地消

の観点から大きなＰＲ効果が得られると思われます。 

また、地域に根差した商品開発と販売戦略により、観光客から市民層まで

の購買力確保も大切です。 

併せて、北広島市全体の取り組みとして市内で食事ができるところや共通

したお土産の販売など市外からのリピート客を市内で滞留させることを目指

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

オリジナルブランドの開発プロジェクト 

 

 

 

 

 

 

北広島市産の付加価値 

＋ 

知名度アップ 

販路の開拓と拡大等 

物産の振興 

・新たな観光資源の開発と活用      ・事業者と連携した観光の推進 

・観光資源となりうる各種取組みとの連携 

新たな食の開発 

【主な取り組み内容】 

●地元の食材の使用 

●各種団体との連携 

効果的なＰＲと販売 

【主な取り組み内容】 

●道内イベントへの参加 

●道外イベントへの参加 
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本市における観光施策の実施においては、その担い手となる市民、観光関

連団体、民間事業者、行政が地元の観光資源の魅力を再認識し、それぞれの

役割を明確にして各主体間で連携や協同を図りながら取組みを進めていく必

要があります。 

 

① 市民の役割 

市民は、観光のまちづくりにおいて最も基礎

となる担い手の役割を果たします。 

観光に癒しなどを求める今日では、交流人口

を増やす上でもっとも大切なことは、そのまち

の住民が地域の自然や歴史、生活文化を誇りに

思い、愛着と魅力を感じながら、楽しく暮らす

ことと言っても過言ではありません。そのまちの住民が楽しく暮らしている

からこそ、他の地域の人々が惹きつけられると言えます。 

市民は、まちづくりの担い手であるという当事者意識を持ち、それぞれの

立場に応じて取り組みを企画し、さまざまな人や組織と協力しあって実施し

ていくことが必要です。また、行政や観光関連団体等がサポートすることで、

活動の継続性やレベルの向上が図られます。 

 

 

② 観光関連団体の役割 

観光のニーズが多様化する中、観光協会が

果たす役割は大変重要です。したがって観光

協会は、組織体制の充実・強化を進めるとと

もに市民や民間事業者、市などと緊密な連携

を取りながら、市の観光振興の中心となる役

割を担い、本計画を推進することが求められ

ます。 

また、商工会、農業協同組合などの、観光関連団体も観光振興による地域

経済・産業の活性化を図るため、観光と各産業との結びつきを強め、生産者

と民間事業者をけん引するリーダーとなって支援を行うことが求められます。 

  

第５章 推進の体制 

 

 

 

きたひろ魅力ベスト３０ 

～レクリエーションの森～ 

～ふるさと祭り～ 
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③ 民間事業者の役割 

交通、飲食、宿泊、お土産など、訪れた人と接する機会が多く、その対応

が北広島市の魅力度に大きく影響してきます。 

そのためにも、「おもてなしの心」も持ち、接客できる人材育成や、新商

品開発などの取組みが必要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 行政の役割 

市が担う役割は、総合計画やこれに基づく各種計画を踏まえ、市全体にお

いての観光振興の方向性の舵取りや、事業の実施にかかる関係機関との調整、

事業立ち上げ時のけん引役、施設などの環境整備、財政的支援などです。 

したがって、事業の実施にあたっては、市は基本的にアドバイザー、サポ

ーターといった側面的支援の役割を果たします。 

 

 

  

きたひろ魅力ベスト３０ 

きたひろ魅力ベスト３０ 

～三井アウトレットパーク札幌北広島～ 

～公 園～ 

  

～お気に入りの店～ 
きたひろ魅力ベスト３０ 

  
きたひろ魅力ベスト３０ 

～北広島市芸術文化ホール・図書館～ 
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1．策定の経過 

 

日 付 内     容 

平成 24 年 

12 月 17 日 

第 1 回 計画策定戦略検討委員会 

(仮)北広島市観光基本計画(案)概要説明 

12 月 26 日 北広島市観光基本計画庁内会議 

平成 25 年 

2 月 14 日 

第２回 計画策定戦略検討委員会 

(仮)北広島市観光基本計画(案)検討 

3 月 13 日 北広島市庁議において計画案を審議 

3 月 15 日～ 

4 月 15 日 
パブリックコメント 

５月 北広島市庁議を経て計画策定 

 

  

参考資料 

 

  
きたひろ魅力ベスト３０ きたひろ魅力ベスト３０ ～エルフィンパーク～ 

～W.S.クラーク博士～ 
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2．計画策定戦略委員会 委員名簿 

 

 氏  名 選  出 所  属 

1 若 林 宏 保 ベ ン チ ャ ー 系 電通中部支社 

2 小 松 直 之 媒 体 関 係 前)札幌テレビ放送 

3 上 原 康 雄 商 工 業 関 係 北広島商工会、北広島市観光協会 

4 澤 田 美恵子 商 工 業 関 係 北広島商工会 

5 豊 嶋 俊 二 観 光 関 係 札幌国際ＣＣ島松コース 

6 穴 田 廣 光 生 産 者 関 係 道央農業協同組合 

7 相 馬 展 之 流 通 関 係 ＭＯＰ札幌北広島 

8 三 浦 麻 衣 宿 泊 関 係 札幌北広島クラッセホテル 

 

 

 

 

 

 

  

 
～寒地稲作発祥の碑～ 
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北広島市観光基本計画(案) 

 

 

 

 

北 広 島 市 

TEL.011-372-3311 ／ FAX.011-372-0888 

http://www.city.kitahiroshima.hokkaido.jp/ 

http://www.cs.city.kitahiroshima.hokkaido.jp/sightseeing/ 

〒061-1192 北海道北広島市中央４丁目２番地１ 

北広島市公式ホームページ 

北広島市観光ホームページ 


